
IoTオーケストレーションサービス

enebular（エネブラー）は、IoT製品・サービスづくりを包
括的に支援する、開発・運用ソリューションです。エッジと
クラウドにまたがるIoTアプリケーションを開発し、様々な
デバイスへ迅速にデプロイ、さらに膨⼤な量のデータを可視
化やAIにより利活用することで、IoTアプリケーションの最
適な運用を支援します。

とは︖



enebularの全体像
クラウドにもデプロイ可能。エッジと
クラウドの開発環境を統一できる

ゲートウェイにも
デプロイ可能

enebular.com

enebular agent

enebular agent

※

※

※

※

※ クラウド、ゲートウェイ、通信環境はenebularの標準サービスには含まれません。
またデバイスはお客様のプロダクト等となります。

エッジデバイスの
ロジックが更新される

enebular agent

enebularでできること
Node-REDを用いた容易なプログラミング

IoTに関するプログラムを簡単に開発することができます。
プログラムの作成は、オープンソースソフトウェアのNode-REDを用います。プログラミングに必要な機能が部品化され（ノードといいま
す）、そのノードをつなぐことでデータフロー（プログラム）を作成します。コーディング作業を削減でき、直感的なプログラミングが可
能になるとともに、可読性が⾼いことから、エンジニア間の相互理解、コラボレーションにも役⽴ちます。

データフローの一斉デプロイ

エッジデバイスにenebular agentを埋め込んでおけば、それらの機器に対し、データフローをデプロイできます（エッジデバイスがイン
ターネット接続環境にあることが前提です）。これにより、ユーザのもとで稼働中の機器のプログラムを遠隔で更新できます。また対象機
器の製造過程においても、筐体へのボード組込み後にプログラムを更新することができるため、アジャイル的な開発も可能となります。

ファイルの一斉配信

データフロー以外のファイルも一定の条件下で配信できます。
スクリプトファイルやAI推論モデル等を配信することができ、エッジデバイス全体の機能をアップグレードしていくことができます。

エッジデバイスの状態監視

モニタリング設定をONにすれば、エッジデバイスの状態監視を⾏うことができます。
各デバイスの状態や動作ログ、エラーログを、enebular.com画面上で一括で確認できます。
enebularの標準機能とは別に、データフローで定義することにより、独自に状態監視データを収集することも可能です。

データの可視化

エッジデバイスから取得したデータの可視化を⾏うことができます。
テンプレートをカスタマイズすることで、グラフィカルに表示することも可能です。
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エッジコンピューティング
に必要な組込みプログラム
（データフロー）を作成

Webコンソールの「enebular.com」と、エッジコンピューティング対象を識別する
ためのソフトウェアエージェント「enebular agent」から構成されます。

Node-REDとは︖
左のエリアに配置されたノードの中から必要なノードを選択し、中央のワークス
ペースにドラッグアンドドロップします。この操作で複数のノードを接続し、
データフローを生成します。部品を組み合わせる感覚でプログラミングできです。

対象となるエッジデバイスに
データフローをデプロイ

対象となるエッジ
デバイスを一元管理


